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井上円了略年譜
三　浦　節　夫編
　この略年譜は、研究当初の昭和五十四年一月に、基礎資料のひとつとして、きの形のコピーを第三部会に配布したもので、要望 より本書に収録した。　　凡例
12345678
いくつかの年表や資料を編集し、手書
後述の年表や資料の中から井上円了に関する事項を選び出して整理した。研究上の必要から、事項の欄の他に著作の欄を設けた。引用文献を明記するために略符号を用い、できる限り主観的な判断を加えないように、つぎの原則にもとついて記述した。「大学入学ACMO」という記述は、「大学入学」の事実がACMOの文献に記載されていることを意味する。年月日、内容、書名などで相違などがあった場合は、カッコ内にそのことを明記した。年月日が異なる場合は前出の時期のところに記述した。また、より詳細 年月日が判明している場合は、その日付のところに記述した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田日付の分らないものは、その月のはじめに記述し 。
10 9IHGFEDCBAONMLKJ 月が不明のものはその年の末尾に記述した。著作の欄については、事項の欄に準ずる形でまとめたが、事項の欄がない場合は新たに欄を設けた。　引用文献略符号表
「井上円了先生年譜略」（東洋大学『東洋大学創立五十年史』、昭和＝一年、五二三－五四三頁）。「東洋大学略年表」（東洋大学八十年史編纂委員会編『東洋大学八十年史』、昭和四 年、九二五i九四九頁）。
京北学園八十年史資料収集委員会編「井上円了先生年譜」（ガリ版刷）中尾祖臆「先生の著述」（中尾祖雁編『甫水論集』、博文館、明治三五年、付録）。
「故井上博士の略歴及著書」（『哲学雑誌』三 九号、七〇五ー七〇七頁）。
峰島旭雄「明治期における西洋哲学の受用と展開（一）」（『早稲田商学』二〇一号、七二ー七三頁）。斉藤昭俊『近代仏教教育史』、国書刊行会、昭和五〇年、一七四i一七五頁。
「海舟日記W」（勝部真長等編『勝海舟全集』第二一巻、勤草書房 昭和四八年）。
開国百年記念文化事業会編『明治文化史』第四巻（思想・言論編 洋々社、昭和三〇年、四八五ー五三四 。開国百年記念文化事業会編『 文化 第五巻（学術編）、洋々社 昭和二九年、七六一ー八 〇頁。開国百年記念文化事業会編 明治文化史』第六巻（宗教編） 洋々社、昭和二九年 五三八－五七一頁
『明治文化全集』第一九巻（宗教編）、日本評論社、昭和四二年、五四七ー五六六頁。『明治文学全集』第八〇巻（明治哲学思想集）、筑摩書房、昭和四九年、 三二ー四三三頁（年譜）。『明治文学全集』第三巻（明治啓蒙思想集）、筑摩書房、昭和四二年、四六一ー四七一頁（参考文献）。『明治文学全集』第八七巻（明治宗教文学集一 四 ＝二 一四 。
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年月日一八五八年
　　2　・4
一八六七年一八六九年
事
項
（安政5年）　1歳
越後国三島郡浦村、真宗大谷派滋光寺住職井上円悟の長男として生まれるACEMO。母大漢いくAE。幼名岸丸AMO（Cは「安政6年、戸籍上定政5年」、Aは「安政5年、但し陰暦。
一説安政6年と日う」）（慶応3年）10歳
三島郡片貝村池津の石黒忠恵の漢学塾に学ぶACEMO。この頃に龍常と改名A（明治2年）　12歳春、石黒忠恵上京、長岡藩の儒官木村
著
作
備
考
のちに襲常（『老子による）と改め得度後円了と称した。別号は甫水（出身地に因む）、なお非僧非俗道人、四聖堂、不思議庵、不知歌斎、無芸庵、拙筆居士などの号も用いたO
『周易』『毛詩』『尚書』『礼記』『文選』等を学ぶO経学を修めたO
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一八七一年
　　4　■　n∠
一八七二年
　　八
　　七
5三
・年
29
一八七四年
鈍受に漢籍を学ぶACEMO（明治4年）　14歳東本願寺にて得度（明治5年）　15歳歳暮、木村塾を辞すAC。翌年5月まで読書に励むC（明治6年）　16歳高山楽郡社に入り洋学を学ぶACMO（ACは「5月29日」、MOは「5月」（明治7年）　17歳冬〜春、新律綱領等を読書C
襲常詩稿八五編をつくるC
小語綴、ヨニオン氏読本、コロネル氏小地理書を主に学ぶ0元明史略、老子経、国
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5　●　’0
一八七五年一八七六年
6月
長岡洋学校に入学し洋学を学ぶACEMO（明治8年）　18歳長岡洋学校内に和同会を結成ACO（明治9年）　19歳長岡洋学校の句読師となり助教を務めるACMO（Aは二説授業生と言う」）。寄宿舎の舎監となるC職を辞し新潟英語学校に学ぶMO（Cは「明治10年6月30日、長岡洋 校の助教を辞し浦村へ帰る」、Aは「明治10年6月、新潟英語学校に学ぶ」）
独学の知識によって『舌耕筆振田』と称する手記を綴る0この頃和同会雑誌に多数の論文をのせるC
法汎論、弁妄和解、性理略語、ローマ史を独学0
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一八七七年　　7月
9月
一八七八年　　4月　 9月
（明治10年）　20歳
京都東本願寺の教師教校英学生となり、京都へ赴くACEMO。（ACは「7月」、EMOは月なし、また、Aは「県令籠手田安定の推薦により」）
同校で一一社を結成C東本願寺留学生として上京の命ありA（Aは「明治11年春上京」、CEは
「明治10年秋留学生として上京」）（明治11年）　21歳
親友松本荘一郎宅へ寄宿C東京大学予備門に入学ACEMO（ACMOは「明治11 9月」、Eは「明治12年」）
教師教校の教官高須駕に認められ、留学生となるM
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一八八一年　　9月
完空ぞ，
（明治14年）　24歳東京大学文学部に入学M（Mは月なし、ACは「9月東京大学文科大学哲学科」、0は月なしで同じ）学生の会「三教社」の役員をし、この頃、三宅雪嶺 棚橋一郎と大学内で知り合うC（明治15年），，四歳………………，学友と月一回、カント、ヘーゲル、コント等の研究会を開催ACMO（Cは「哲学研究会」）
この頃、東京大学学生、石川千代松（後の生物学者）と進化論について話をする。東本願寺からの給費7円を受けるC（0は「この頃哲学と
宗教の関係に対して関心を抱き、いわゆる
「円了説」の体系化は
この時期に培われたものとみられている」）
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一八八三年　5・6月
　　八
　　八
1　四
・年
26
6月月不明
（明治16年）　26歳大学内に文学会を組織ACMO（Aは「5・6月」、Cは「初夏」、またMO
は「今井延、林権助らと」）毎月集会を開催M
（明治17年）　27歳
文学会を二分し、神田錦町学習院にて
「哲学会」を創立ACMO（ACは「1月26日」、MOは「1月」）
初夏『三学論』
を書くC
「加藤先生ノ一大疑問二答ヘント
ス」（『東洋学芸雑誌』第33号）N
『三学論』DEGO（0は「東本願
寺より刊行」）
「耶蘇教を破するは理論にあるか実
際にあるか」を『明教新誌』に連載
発会式の入会者の中には、加藤弘之、西周、西村茂樹、原担山、島地黙雷、大内青轡などがいたO
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一八八五年　　7・10
9月10
E31
11
E27
（明治18年）　28歳
東京大学文学部を卒業E（Eは「7月
10
冝v、Cは「7月10日東京大学文科
大学哲学科」、Dは「7月」で同じ、Mは「7月東京大学卒業」）大学より印度哲学研究を命ぜられるACEMO同人社及成立学舎の教員となるC旧師石黒忠慮より官途への斡旋があったが、固辞するMO文学士の学位を受け ACEMO（ACEは「10月31日」 MOは「10月」、またACOは「論題『読　旬子』で」）学士号授与式で総代として答辞を述べるC第1回哲学祭（孔子、釈迦、ソクラテス、カントの四聖を祭る）を挙行ACMO（Aは「11月27日」、MOは「11
（後に『真理金針』となる）C『破邪新論』CDEGJL（CDは「9月」、EGJLは「月なし」）
印度哲学に従事したが、明治19年春より病気にかかり療養年余に及びこれを辞すCE（Eは「印度学研究」）
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月不明
　　八
　　八
31六月・年
　24
76
月月春
月」、Cは「12月27日」）
（明治19年）　29歳不思議研究会を開催C熱海で病気療養、哲学館設立を計画C哲学会規則改正、会長加藤弘之C
『耶蘇教の難目』CDGL（Eは『耶
蘇教難目』）
『仏教新論』CDGL『哲学新論』CDGL『真理金針』初編M（Mは「3月」、
DGLは『真理金針』のみで月なし、Cも月なしで「出版開始」）
『哲学一夕話』第一編CDM（CD
Mは「7月」、Cは「物心論」、Dは
「物心関係論」、　FIGは月なしで『哲学一夕話』、0は「7月より出
版開始」）
『哲学要領』CDGJM（Dは「7
月」、CMは「9月」、DGMは「上」
湯本武比古と知り合う
C
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1011
E1
12
E18
一八八七年　　1月
（秋）棚橋一郎と哲学書院の設立をはかるC金沢藩医吉田淳一郎の娘敬子と結婚ACEO本郷区真砂町26番地に住むAC『哲学会雑誌』の発行の企画あり委員となるA EM （ACEは「12月18日」、MOは「12月」、0 『哲学雑
誌』）
（明治勿年）　30歳哲学書院を開くACEMO（Aは「棚橋一郎とはかり」、ACは「哲学書院仮店」、Mは「営業名義人井上円成」）本郷弓町10に設立C
または「前編」とある。1は月なしで『哲学要題』）
『哲学　夕話』第2編CDM（CD
は「10月」、M 「11月」、副題はCが「本体論」、Dは「天神実体論」）
『真理金針』続編（11月）KM（K
ば副題「耶蘇教を排する 実際にあるか」）
『倫理通論』CDEG　（Cは「1
月」、DEGは月なし、DGは「上下2冊」）
『真理金針』続々編KM（Mは「1
月」、Kは「2月」）
（山内四郎によれば戸
籍上は「敬」が正しいという）哲学館創立のため禁酒・禁煙・禁筆・するC
137
9μ　●　22●　52・　632
●　　●
159
4月5ロガ
『哲学会雑誌』を哲学書院より発行C
EM（Cは『哲学雑誌』で「2月5日」、Kは「2月」、Eは「5月」）国家学会設立されるACMO（ACは
「2月6日」、MOは「2月」）
機関紙編集委員となるO国家学会事務所を哲学書院に設置C
『国家学会雑誌』を発行CM（Cは「3月15日」、Mは「3月 ）
政教社をつくり機関紙『日本人』の発行にあたるACMO（MOは「杉浦重剛、三宅雄二郎らと」、Cは『日本人』
『仏教活論序論』CDFGKM（C
は「2月2日」、DKMは「2月」、Fは月なし『仏教活論』、Eは「明治21年刊行」とし、　「明治⑳年『顕正活論』刊行」）『心理学講義』CDEG（Dは「4月」、DGは月なし、Eは「明治19年」）『哲学一夕話』CD（Cは「4月」
で「第3編真理論」、D 月なし「真理性質論」）
『哲学要領』後編DG　（Dは「4
月」、Gは月なし
『妖怪玄談』DG（Dは「5月」、
Gは月なし、Cは「5月『妖怪玄論』）
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6月8　7　7
月　・　・
　　　2522
99
・月
16
11
E田
12
E13
月不明
発行の計画を行う）
「哲学館開設の旨趣」を発表AC
私立学校設置願を東京府知事に提出C東京府知事、学校設立認可 通知C哲学書院、本郷赤門前に移転AC哲学館を創設ABCEKMO（ACは
「9月16日」、EKMOは「9月」）
本郷区竜岡町33切通麟祥院の｝室で開校式を挙行AC（Bは「本郷区竜岡町三十一番地麟祥院」）熱海で療養『哲学雑誌』11月号に「病気療養の傍、妖怪を研究せんと欲するにつき事実を報告させられたり」と広告C
『哲学道中記』「6月」、Dは
Gは月なし）
CDEG（CDは三名哲学俗談」、E
『心理摘要』CDEG
月」、EGは月なし）
（CDは「8
『仏教活論第2編破邪活論』CDG
K（Cは「11月16日」、DKMは「11月」、Mは『仏教活論破邪活論』、Kは「明治21年」）
『熱海百夢』（12月）C『高等心理学』CD『実際的宗教 E
139
一八八八年
　　－⊥　●　☆U
3・296
9
6　　4
月　　・
　　　　　3
（明治21年）　31歳欧米漫遊のため横浜より出発ABCEMO（Cは「6月9日」、AEMOは「5月」、目的はMOが「視察旅行」、
AEは「東洋学の状況を視察」）棚橋一郎に館主代理を委嘱BO
『勅語略解』D『純正哲学』D『哲学館講義録』AMO（Aは「1
月8」、MOは月なし、Cは「1月18B『哲学館第1回講義録』を発行」）
『宗教新論』CDEGMLO（Cは「3月29日」、DMは「3月」、EG
LOは月なし）
「日本宗教論」を『日本人』第1号
に掲載
「加藤弘之氏の位置」（『国民之友』
ニー二四）N
140
76
月・
　24
一八八九年　　6月
n◎　●　－8・28???
サンフランシスコ着（明治22年）　32歳各国教育制度の視察を終えて帰朝ACMO東洋大学科（国学漢学仏教学）開設趣旨を発表、有志の寄付を募るB哲学館、本郷区駒込蓬莱町28番地に移転BC（Bは「8月1日」、Cは「8月」）郷里の父より帰郷の要望に対し、仏教が危機存忙の重大事局につき帰郷不能の手紙を出すC（初旬）大内青轡と仏教公認運動を起すACMO（Cは「9月初旬」、AMO
「加藤弘之氏“天地万物皆帰吾有”
論の大意文部大臣博士号授与式の演説及び博士学位人名」（『日本大家論集』第14編）N
『欧米各国政教日誌』CE　（Cは「8月」、Eは月なし、Oは「12月
草す」、DGは「明治22年刊行、上下2巻」）
『日本政教論』DEGIJKLMO（DMOは「9月」、EGIJKL
141
999
・月・
10　4
11
●
13
11　1111　10　1099
●　　　　　　　　　■　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　●　　　　●
9　71　30　32720 は月なし）京都各宗本山を歴訪AC勝海舟「井上円了」と日記H（中旬）東京の寺院を遊説C暴風雨のため新築中の哲学館、校舎全棟倒壊BC（Bは 9月10日 、Cは「9月11日」）校舎を再起工C勝海舟「井上円了」と日記H勝海舟「井上円了、哲学院〔館〕へ百円寄附」と日記H哲学館校舎竣工BC（Bは「10月30日」、Cは「10月31日」）哲学館授業再開、容宿舎開設BC勝海舟「円了方へ一封を認め遣わす」と日記H勝海舟「井上円了 13日哲学館開業の旨、古仏像、金子15円 日記H哲学館移転式BC
は月なし、Cは附教育余論』」）
「9月『日本政教論
142
定ぎ『，
　　　1月
9　9
●　　　　●
2816
9　　　9　　　8　7　7
・　　月　　月　・　・
13　　　　　　　　1714
7　　　6　　4　　　2
・　　月　　・　　月
6　　　　　　13
づ呼泡品年当註歳、哲学館規則改正C哲学館日曜講義を開催BC妖怪研究会を設置C哲学館内に哲学研究会を結成BC（Bは「会長加藤弘之、副会長井上円了、機関誌『天則』）哲学館第1回修業証書授与式BC雑誌『天則』第3巻1号発行C哲学館に専門設置のための寄附金規則をつくるC尋常中学郁文館設立され、顧問となるAC（Aは「9月13日」、Cは「9月」）勝海舟「井上円了」と日記H
『哲学飛将棋指南』CDG（CDは「1月」、Gは月なし）『哲学飛将棋』DG（Dは「1月」、
Gは月なし）
『星界想遊記』CDE（CDは 2
月」、E 二名哲学小説」）
『日曜講話・哲学講演集』C（Cは「6月」Eは月なし 哲学講演集』）『欧米各国政教日記』上DG「8月」、Gは月なし）
（Dは
『仏教活論第3編顕正活論』C（M
名刺に禁酒禁煙諸事節約の文字を印刷C
143
11
●
2
10
／6
12
E20
一八九一年　　1・31
54
■　　●
1028
勝海舟「哲学館寄附の事」と日記H哲学館専門科設立の基金募集のため、静岡、愛知、岐阜、滋賀、三重を巡講AC。12月15日帰京C　（出発をCは
「11月2日」、Aは「12月2日」）
勝海舟「井上円了」と日記H
（明治24年）　34歳
静岡、滋賀、和歌山、四国を巡講AC
（Cは「1月31日」、Aは「2月1日」）。4月1日帰京C勝海舟「井上円了」と日記H京都、鳥取、島根を巡講AC（Aは「5月10日」、Cは「5月11日」）。6月
Dは9月『仏教活論顕正活論』、Eは月なし『仏教活論本論（顕正活論）』、IJは月なし『仏教活 』、Kは9月『顕正活論』）
『欧米各国政教日記』「12月」、Gは月なし）
DG（Dは
『倫理摘要』CE（Cは「5月」、
Eは月なし、DGは「明治25年」）
10
E13教育勅語発布
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19
117
月　・
　　　4
月不明
4
●
1ユ
　　　　　八
　　　　　九
1　1　二
・　・年
2119
19
匤A京C
勝海舟「井上円了」と日記H哲学館専門科設置資金募集報告書を作成Cこの年、迷信打破のため、妖怪研究会を設立ACEM（明治25年）田歳………、，…勝海舟「井上円了」と日記H兵庫、岡山、広島、山口を巡講AC。3月6日帰京C勝海舟を訪問、たまたま西郷隆盛との
『哲学一朝話』CDFIM（CDは「11月」、FIMは月なし）『教育応用字合加留多指南』C（C
は「12月」、Dは12月『教育適用字合かるた』、Eは月なし『教育応用字合歌留多指南』、Gは月なし『適用学 加 』）
『妖怪学講義録』CD（MOは「同
書執筆」）
『理論的宗教学』CDEM『哲学要領』E
145
54
月・
　20
7
●
17
6
■
23
9・1612@21月不明
会見25年目の日につき数首の漢詩をもらうC新潟県の巡講に出発C哲学会評議員となるACMO勝海舟「井上円了」と日記H兵庫、岡山、広島、山口を巡講AC。9月6日帰京C哲学館に和漢科、仏書科 会読部を設置C山口県を巡講AC（Aは 11月」、Cは「12月21日」）。明治26年2月8日までC
『宗教哲学』CDFI（Cは「5
月」、DFIは月なし）
『真宗哲学序論』CEM（Dは、5
月『真宗哲学』、Gは月なし同名、CEMは月なし）
『日本教育学』CDE『教育総論』CDE『仏教哲学』CD『古代哲学』ED（Cは
世哲学史緒論』）
『日本倫理学』CDI『心理論』CD『心理実験』C
『古代及近
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一八九三年
?????
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・月
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5月 4
■
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7・198月11109
　　　・　　　　　●
5　2716
（明治26年）　36歳山口県、九州地方を巡講AC群馬、新潟を巡講AC（Cは「4月5日、9口間」、Aは「5月」）6日20日まで新潟県 C福島、北海道を巡講AC（Cは「7月19
冝v、Aは「7月」）。9月4日までC
緯熈館を設立B哲学館で哲学祭を挙行C
『純正哲学』F『日本倫理学案』CDEGIM（C
DMは「1月」、EGIは月なし）
『教育宗教関係論』CDEGKL（C
Dは「4月」、EGKLは月なし、MOは4月『日本教育宗教関係論』）
『禅宗哲学序論』CLM（CMは「5月」、Lは月なし、Dは5月『禅
宗哲学』、G 月なし『禅宗哲学』Eは「明治28年刊行」）
『忠孝活論』CDELMO（CDM
Oは「7月」、ELは月なし）
『妖怪学講義緒言』CDG （ 「8
月」、Dは「9月」、Gは月なし）
『妖怪学講義録』第1号CFM（C
は「11月5日」、Mは「11月 1
147
月不明
一八九四年　　2月
（δ●28月
（明治27年）　37歳雑誌『東洋哲学』を創刊ABCMO
（Cは「3月2日」、MOは「3月」、
Aは月なし、Cは哲学研究会 「東洋哲学会と改称し、主策となる」、Bは
「3月2日」）「東洋哲学 の語をはじめて用いたO
月なし、Cは最終刊行年月日を「明治27年1月田日」、Mは「明治27年11氏v）。（妖怪学関係では他にGに『妖怪学全書』『講義録妖怪学講義』
がある）
『再航詩集』E『仏門忠孝論一班』CE『記憶術』DE（Dは「2月」、E
は月なし、Cは2月『記憶術講義』）
『日本仏教哲学系統論』ACMO（ACは「鎌倉成就院にて」、Oは
湯本武比古、哲学館講師となるC
（山内四郎によれば同
書は『仏教哲学系統論』
148
10
　●
30
7
■
23
12月 11
1
一八九五年　　3月
日清戦争勝利の報を祝し10年間の禁酒をとくC父円悟逝去ACO（Cは「10月30日」、Aは「10月」、Oは月なし）中学講習会を設置Cこの年、哲学館、文部省に教員免許認定の特典を再提出C（明治28年）　38歳
「鎌倉成塾院にて」、
位請求論文として」）
またCは「学
『戦争哲学一班』CDEI（CDは「10月」、EIは月なし）『哲学一夕話』（合本）D『自宅独習中学講義録』EM（Mは「??」、???????『戦争哲学将棋指南 CE（Cは「12月」、Eは月なし、Dは『戦争
哲学将棋』）
『日宗哲学序論』CLMO（CMO
は「3月」、Lは月なし、Dは3月
『日宗哲学』、Gは「明治邪年」）
が正しい）
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8月9月11
一八九六年　　1月　 3・4
6　・　8
哲学館入試制度となるC学制を改め本科予科制（緯熈館を移したるもの）教育学部、宗教学部の2学部を設置、教育家宗教家の養成B小石川原町に三、八五〇坪の土地を一〇、○○○円で購入。駒込富士前町13の畑地二反一畝五歩を一、二七〇円で購入C（Bは「小石川区原町鶏声ケ窪に校地購入」）（明治29年）　39歳哲学館に図書館建設の旨趣を発表C長野県を巡講AC（Aは「3月4日」、Cは「3月24日」）。5月10日帰京C論題「日本仏教哲学系統論」によりAMO、文学博士の学位を受けるACEMO（ACE 6 8 、MOは
『失念術講義』C（Dは8月『失念
術－一名忘憂忘苦忘病の新法』）
学位については、山内四郎「井上円了の学位に就いて」（『井上円了
150
12
13
12月
月不明
一八九七年　　1月
　　－み●　只）?????
「6月」）
哲学館、漢学専修科設置の旨趣書を発表C郁文館より失火、哲学館に類焼 上全焼C本郷区竜岡町36番地に移転Bこの年、哲学館、小松宮彰仁親王殿下から「護国愛理」の扁額を受けるBC（明治30年）　40歳哲学館、本郷区竜岡町麟祥院前の内観工場に校舎を仮設、授業開始C哲学館、漢学専修科開講BC高島米峰等 井上円了から雑誌『東洋
『妖怪学講義』（合本）E『倫理学講義』DE（Cは『倫理学』）『東洋心理学』CE（D 明治27年『東洋心理学』）『仏教哲学系統論』F（1は『仏教
系統論』）
研究』第一冊）参照
151
2・192・2243
月月
4　・87
月夏
7・178・2510
■
2
9
16
哲学』を継承C宮内大臣より『妖怪講義録』 天皇に献上の命をうけ、感激して奉献するC
（Aは「3月22日『妖怪学講義録』を」）
安藤弘を郷里より上京させるC哲学館、小石川区原町に新校舎建築の工事着工BC哲学館、仏教専修科の開講式を挙行BC
新泊㈹県佐一波へ巡講C
（初旬）哲学館、原町に新校舎竣工、工
費三、○○○円余C原町に住居を移転C哲学館も移転ABCO哲学館、宮内省より恩賜金三〇〇円を受ける。この日を大変喜び、安藤弘磯江潤と祝宴を開催BC哲学館、原町校舎で始業式を挙行C哲学館、⑳日間にわたり文相、府知事
『外道哲学』CDEKMO（Cは「2月19日」、DMOは「2月」、E
は月なし。MOは「学位論文の一部」、Lは「別名、仏教哲学系統論第1編」）
『教育家宗教家内地雑居準備心得』
152
11
月不明
一八九八年　　2月
を招き、新築落成式開校式を挙行C
（明治31年）　41歳私立京北尋常中学校創立主意書を発表
D（Cは10月『教育家宗教家の内地雑居に対する準備心得』、Eは月なし『内地雑居準備心得』）
『妖怪研究の結果』CDE（CDは「11月」、Eは月なし、Dはコ名
妖怪早わかり」）
『勅語略解』CE『宗教制度及比較宗教学』CEMO（Dは「明治28年」）『仏教理科』DE（Cは『仏教理科
講義』）
『仏教心理講義』C（Dは『仏教心
理学』
『哲学史総論』（Cは「明治30年」、
Dは「明治28年」、1は明治28年『哲学史』）
『妖怪百談』　CDE　（CDは「2
153
2・204月64
月・
　8
7月夏10・18ユ1月 10
●
27
BC（Bは「恩賜金記念に」）哲学館内で宗教会第1回例会を開催BC学制を改め教育学部、哲学部の2学部とするB哲学館、釈尊降誕会を開催BC湯本武比古、杉谷佐五郎、三島定之助、田中治六、安藤弘を自宅に招き、京北中学校創立の協議を行うC私立京北 学校設立 認可されるBC校舎の新築に着手C（Aは設立認可を「明治30年10月30日」）
哲学館で孔子誕生会を開催BC
月L、Eは月なし）
『破唯物論』CDEIMO（CDM
Oは「2月」、EIは月なし、Dは
「一名俗論退治」）『教育的世界観及入生観』CMO（MOは「6月」、Cは「夏」、Mは「一名教育家安心論」、Dは月なし『教育家安心論』、Eは月なしで 教
育的世界観及入生観』と『教育安心論』）
『印度哲学綱要』EDKM（DMは「7月」、EKは月なし、C 夏『印
度哲学要綱』）
『僧弊改良論』CDE（CDは「11
（以下、学校名より「私
立」を省略）
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月不明
一八九九年　　2・11
2・164　・　－5　5
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77
・月
10
（明治32年）　42歳
京北中学校監督舎開設BC（Cは「2月11日」、Bは「2月16日」）京北中学校開校式BCM（Cは「2月16日」、Bは「2月26日」、Mは「2月」）京北中学校校長となるA京北中学校授業開始B京北中学校父兄会を開催C下総宗吾神社、印旛沼、成田不動をまわるC長野県を巡講AC哲学館教員免許無試験の指令を受ける
月」、Eは月なし）
『中等倫理書』CE（Cは「12月」、
Eは月なし Dは12月『中等倫理書』5冊）
『大乗哲学』CD『鬼門論』K『哲学早わかり』DEM（DMは「2
月」、Eは月なし、Cは2月『通俗講話言文一致哲学早わかり』）
『霊魂不滅論』CDIM「4月」、1は月なし）
（CMDは
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97
月・
　20
1111
E7
　　九
　　〇320
・・ N411
4月
BC新潟県を巡講AC。9月2日帰京C学制を変更し、教育学部を倫理科と漢文科の2科に分けて哲 と並行させ、又漢学専修科 教育学部に仏教専修科を哲学部に合併B哲学館、講堂及び図書館建築に着手BC伊豆地方を巡 AC（Cは「11月7日」、Aは「11月」）。12月9日帰京C（明治33年）　43歳哲学館、紀元節式典を挙行B哲学館、講堂及び図書館の落成式C新潟、石川、奈良の諸県を巡講A（Cは「4月新潟、能登、長野、奈良を巡
講」）
『妖怪学雑誌』創刊C
『西洋賢哲像伝』（2月）
C
『妖怪学雑誌』第1号ME（Mは「4月」、Kは月なし、Eは「明治34N3月第48号で完結」）『続妖怪百談』CDE（CDは「4
月」、Eは月なし）
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・秋
17
9　　　7　　　5　4　　　4　　　4
17　　　　18　　　　10　10　　　　2　　　　　1
　　九
　　〇
2　－
・年
18
文部省より修身教科書調査委員を委嘱されるACEO哲学館、講堂落成並に図書館開館式を挙行B能登地方の巡講に出発。9月2日帰京C
始業式。学制を改革し、予科と本科に分け、本科教育部を第1科第2科、哲学部を第1科第2科に分けるB長野県を巡講C和歌山、奈良を巡講 12月31日帰京C（明治34年）∪畔，，三重、志摩、伊勢、紀伊地方を巡講。
『女子修身書』CD（Dは『漢学普通科講義録』C『通俗哲学講義録』C『妖怪談』C
「5冊」）
『円了随筆・』CDEO　（CDOは
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4占●　565
・月
8
6・238
■
1
7
●
14
10
20
8
■
15
月不明
3月20日帰京C（Aは2月「三重、和歌山、富山の諸県を巡講」）新潟県へ巡講AC。5月12日帰京A
（Cは「5月15日」）
京北中学校第1回卒業式へ出席ABC
（Bは「3月25日」、Cは「6月8日」、
Aは「7月8日」）富山県を巡講AC。7月 2日帰京C
（Aは「7月10日まで」）
富山県を巡講A哲学館第1回夏期講習会開催BC。8月15日までC富山県を巡講AC内閣より高等教育会議議員を嘱託されるACE（Aは「10月20日」、CEは
「10月25日」）
「2月」、Eは月なし）『二宗哲学大意』　CE　（Cは「2
月」、Eは月なし）
『紀州南部各地巡回報告』C『霊魂破滅論』E『字合かるた』E
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一九〇二年　1月
442
・月・
1　17
5月6・217・127・1387
■　　・
117
（明治35年）　45歳
播磨地方を巡講。3月27日帰京C加賀地方を巡講C哲学館大学部開設を予告C福井県巡講に出発AC。7月14日までC
哲学館卒業生送別会に安藤弘とともに招待されるC返礼に卒業生を自宅に招き茶菓の接待するC福井県を巡講AC哲学館第2回夏期講習会開講。大学予
『哲学うらなひ』CD（Dは「明治35N1月」、Cは「明治34年」）『修身要鑑』CE（Cは「1月」、
Eは月なし）
『円了茶話』CDE（Cは「1月」、
Dは「2月」、Eは月なし）
『修身教科書』CE（ は「1月」、
Eは月なし）
『甫水論集』CE（Cは「4月」、
Eは月なし）
『宗教改革案』CD 10（COは「5月」、DEIは月なし）『球算改良案』CE（Cは「5月」、
Eは月なし）
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25
10月11
■
15
1111
●　　　　●
8　7
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一九〇三年
　　2・11
定地として和田山を購入B播磨、加賀、越後地方を巡講AC哲学館卒業試験に文部省視学官の監査を受けるC哲学館教育学部甲種生第1回卒業式C植物園で洋行送別会C欧米および印度の教育事情視察のため外遊に出発ACEMO（ACは「11月15冝v、EMOは「11月」）
文部省、哲学館に対し倫理 の授 内容の照介を行い、生徒の試験答案の差出しを命ずる。 職員一同円了命により謹慎の意を表わすC文部省、哲学館の中等教員無試験検定の特典を剥奪する（哲学館事件）BCカルカッタ到着C（明治36年）　46歳ロンドンより哲学館事件に関する回答
160
4・207・278・1698
月・
　27
1010
E1
且・1512
を送るC哲学館、円了の命により文部省へ歎願書を提出C帰朝ACEMO（ACは「7月27日」、MOは「7月」、Eは「8月」）帰朝歓迎会 行う B （ACは「8月16日」、Bは「10月16日」）哲学館、校名を哲学館大学と改称C修身教会設立主意書を全国に領布AC
「広く同窓諸子に告ぐ」を発表C
江古田村和田山に哲学堂 建立し 四聖を祭るACMO私立哲学館大学の設置を認可されるBC
遺言予告を『円了漫録』の巻頭に発表
C
『再航詩集』C『円了漫録』C
了漫話』）
『天狗論』CE
は月なし）
（Eは月なしで『円（Cは「12月」、E
（以下、大学名より「私
立」を省略）
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一九〇四年　　1月
－　●9’　．2　・
OO　・
1412 1115
44
・月
1
4　．　OO6・107月
（明治37年）　47歳
遺言状の公開を雑誌『東洋哲学』に掲載O山梨を巡講C（Aは「山梨、群馬」）修身教会を結成CEM
『修身教会雑誌』第1号を発行CM「修身教会の旨趣」を発表E
京北幼稚園を創立し自ら園長となるA
（Eは「明治38年3月14日設立」）
哲学館大学開校M哲学館大学開校式を挙行B°哲学館大学長に就任AB。大学部 開設、1科
（哲学宗教諸科）2科（国語漢文専攻）
に分け、専門部を第1科第2科に分け、1科（倫理および教育諸 ）2科（国語および漢文諸科）B哲学堂落成式を挙行ABCM（ACMは「4月1日」、Bは「4月8ロ」）哲学堂内の四聖堂の開堂式を挙行大学顧問及び評議員設置BC（Bは
「4月8日」、Cは「4月」）「創設修身教会宗旨 を発表C
『仏教通観』CE　（Cは　「6月10
日」、Eは月なし）
「哲学堂由来記」（『東洋哲学』7月
162
夏7．8月9月9・2111月不明
一九〇五年　　1　12
3
■
14
2
●
22
神経的疲労を覚え始める。学校を解散し、講習会組織に改めることを考えるC群馬、茨城を巡講Cこの年、哲学館に改革運動起るC（明治38年）　48歳再び高等教育会議議員に任命されるACE東京府知事に幼稚園設立を出願C私立京北幼稚園設立を認可BC
号）C
『迷信解』CE（Cは「9月」、E
は月なし）
『中等修身書』1〜5C（Eは月な
しで『中等修身書』）
『心理療法』CE　（Cは「 1月」、
Eは月な ）
『改良新案の夢』E『円了講…話集』E『西航日記』E
（以下、幼稚園名より
163
12
31
12　12　12　9　9　75　5●　 　　・　　 月　　　 ・　　 月　　 　●　●　　　月
15　　　13　　　　　　　　25　　　　　　　　24　3
一九〇六年
　　ーロ月
神経疲労再発、退隠の意志を起す。その後快方に向うC京北幼稚園の開園式を挙行BC静岡、山口、長崎、茨城の諸県を巡講AC。9月4日帰京C哲学館大学 京北中学校からの退隠を思い立つ。小学校設立を考えるC（初旬）2度も庭前で卒倒しそうになるC哲学館大学記念会を上野精養軒で行い、夜退隠を決意C
前田慧雲、湯本武比古への学校譲渡の契約を完了C中島徳蔵に哲学館譲渡の事を告げるC
（明治39年）　49歳
哲学館大学長、京北中学校長を辞し、名誉 長・校長となるACEMO
『仏教大意』C『中等女子修身訓』1〜5C
月なしで『中等女子修身訓』）
（Eは
「私立」を省略）
1月退隠し両校を財団法人にするC
164
1　　82●　5n乙　●
11
4●　26　●　CU6
13
7●　47　●　810
E17
駒込曙町3番地に移転C
「哲学館、京北の職を辞す旨」を発
表。哲学堂に退隠。修身教会拡張に従事。学生を講堂に集め退隠の理由を説明BC。哲学館大学経営の組織を改正B退隠の理由を『東洋哲 』第13巻2号に発表ABC退隠の理由を『修身教会雑誌』 発表AC神奈川県、京都府、大和地方を巡 AC。5月23日帰京C哲学館大学を「私立東洋大学」と改称BCE（Eは「1月辞職とともに改称」、Bは「6月28日」）足尾、長岡市を巡講AC財団法人組織とし、私立東洋大学財団と改称BC香川、長崎の2県を巡講し、ついで満州、韓国を巡講AC。11月29日帰京C東洋大学において壽像除幕式挙行（巡講中）BC
1月15日湯本武比古、私立京北中学校長に就任B2月2日、前田慧雲第2代学長に就 B
（以下、大学名より「私
立」を省略）6月20日、郷里にて亡父13回忌の法要を行い、6月26日帰京C7月6日、財団理事前田慧雲、安藤弘、監事湯本武比古C
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　　九
　　〇
1七
・年
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3月5・13???7
●
21
7
■
16
9月
（明治40年）　50歳
沖縄、鹿児島、宮崎、大分の巡講に出発AC。5月24日帰京C（Aは「6月26匤A京」）
京北幼稚園長を辞すABC。後任湯本武比古BC東洋大学、文部省より教員免許無試験検定を認可されるB （Bは「5月13日」、Cは「5月31日」）駒込富士前町35番地に移転A北海道の巡講に出発AC。11月28日帰京AC岡田三郎助筆 肖像画完成AC。 面は東洋大学議…堂、他は哲学堂C
『日本周遊奇談』CE
月」、Eは月なし）
（Cは「6
この年、去C
弟藤井円順逝
5月10日京比中学、財団法人となり、理事湯本武比古、杉谷佐五郎、田中治大などC
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●
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　　九
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1八
・年
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10月 8
●
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　　　　　　　　　九
　　　　　　　　　〇
111九　　　・　・年
292510
（明治41年）　51歳
兵庫、福岡、大分、熊本、佐賀の諸県を巡講。8月2日帰京AC京北実業学校を設立B福岡県の巡講に出発AC（Aは府よりL）。11月4日帰京（明治⑫年）　52歳
「京都
兵庫、愛媛を巡講AC。3月⑳日帰京C（Aは「3月29日帰京」）
『純正哲学』CEMO　（CMOは「2月」、Eは月なし、Mは「『帝国
百科全書』の中に」、MOは「上下2巻」、Oは「博文館より」）
『自家格言集』CEO（0は「明治41N10月妖怪研究会より刊行」、C
は「明治42年10月」、Eは「明治42年」）
『南船北馬集』2号C『南船北馬集』3号C
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4　●68
●
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8　5
・月
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月・
　27
9月1110
月月
月
不明
1211
●　　　　●
2411
有馬温泉を経て、愛媛、島根を巡講。8月1日帰京AC東洋大学哲学会 結成B清水へ行くC清水滞在中の円了へ、母病重しとの電報くるC母い 逝去AC（上旬）母の法要も終り帰京。喪中につき哲学堂にこもるC範根にて静養AC哲学堂に六賢台、三学亭、山門を増築完成ACMO伊豆大島を巡講。11月25日帰京AC埼玉県熊谷にて講演C
『哲学新案』CEM（Cは「9月」、
Mは「12月」、Eは月なし。1は『新学新案』）
『忠孝活論』
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　●
26
6
●
30
10
E22
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11
E21
12
E20
（明治43年）　53歳
神奈川県厚木で講演C千葉県を巡講。3月14日帰京AC愛媛、三重、大阪、岡山、鳥取を巡講AC（Aは愛知が「愛媛」）。5月泌日帰京AC八丈島および小笠原に渡航の予定が、長女の病気のため延期C（上旬）四万、草津、赤倉にて静養し郷里へ向う。6月16日帰郷。20日まで両親の法要を行うC長野、岐阜を巡講．、8月22日帰京A美濃東部地方 AC。途中清水で海水浴を行うC。10月17日帰 AC福島県を巡講AC（Cは「10月22日」、Aは「10月23日」）。10月31日帰京AC夫人とともに関西漫遊A （Cは「11月6日」、Aは「11月」）。1 月16日帰京C八丈島、小笠原を巡講。12月5日帰京AC
『南船北馬集』4号C『南船北馬集』5号C
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　　　九
4　21一　月・年
1　　7
5月2　2
●　　　　●
203
　　九
1＿
・年
22
（明治44年）　留歳台湾を巡講。2月27日帰国AC濠州、南阿、南米、北米、南洋諸島の視察に出発ACEMO（ACは「4月1日」、EMOは「4月」）雑誌『修身』廃刊C（明治45年・大正元年）　酪歳帰朝ACEMO（ACは「1月2日」、EMOは「1月」）帰朝歓迎会を行うCE熱海で静養。3月10日帰京
「妖怪学上より見たる家庭」
界』2月号）
（『w女
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3月4月44
●　　 ●
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7・　・　∩07・308月OV　●　にU99
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●　　　　●　　　　・
223127
（下旬）箱根にて静養C
夫人とともに本能寺、高野山に参詣AC。5月6日帰京C箱根にて『活仏教』を執筆 静養。7月16日帰京C明治天皇逝去、以後哲学堂にこもり謹悼敬弔を表すC修身教会を「国民道徳普及会」と改称AC明治天皇の大葬につき二重橋へ行くC埼玉県を巡講。兵庫県を巡講。福島県を巡講。淡路島を巡講。
10獅Q2日帰京AC11獅P9日帰京AC12獅P4日帰京AC12獅Q9日帰京AC
『南半球五万哩』（Cは「3月」、E
は月なし）
『明治徒然草』（Cは「4月」、Eは
月なし）
『南船北馬集』6号C『活仏教』CMO　（Cは「9月5
日」、MOは「9月、仏教活論の未刊行部分を」）
『日本仏教』CE
日」、Eは月なし）
（Cは「9月15
『人生是れ戦場』C（Cは「12月」、
Eは大正3年『人生是戦場』）
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15　　20　　31
哲学堂会計報告書を作成、不足四四三円八七銭C
（大正2年）　56歳
自宅にて諒闇中の新年を迎えるC埼玉県を巡講。1月27日帰京AC持病の治療のため修善寺温泉へ行くC徳島、兵庫、広島の諸県を巡講。3月26
匤A京AC
東洋大学卒業式に出席C京北中学校 式に出席AC（Aは
「3月30日」、Cは「3月31日」）
広島県の巡講に出発AC。4月18日帰京A（Cは「5月18日帰京」）石川、福井、富山の諸県を巡講A（Cは
「加賀、能登、越後」）。5月29日帰京C
塩原温泉へ行き、6月21日帰京C静岡、広島、山口の諸県を巡講。9月
『南船北馬集』7号C
1月13日、私立京北財団を私立東洋大学財団に合併BC（Cは「1月13日」、Bは「4月1日」）
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●　　　　　・
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109　　　6
●　　　　　●　　　　　　　　　　●
319　　28
n：i
1四i
；年1
3日帰京AC山口県を巡講AC巡講より帰京AC東洋大学、合併校舎新築落成式に出席C山口県を 講。12月30日帰京AC哲学堂の講堂落成ACMO（ は「12月3日」、MOは「12月」）
哲学堂会計報告書を作成、四、六九二円五五銭余。これを哲学堂図書館建設費にあてる予定C
（夫
l臼芭…口歳…
湯河原温泉での静養に出発。帰京
1月17日
『哲界一瞥』C（Cは「6月28日」、
Eは月なしで『哲学一瞥』）
『大正菜根謂』C『大正三字経』（1月）C『春闘文』（－月）C
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30　23224　 9　 2
12
湯河原近くの土肥村青年会で講演C滋賀県を巡講。3月30日帰京AC東洋大学卒業式に出席AC京北中学校 AC（Aは
「3月30日」、Cは「3月31日」）、午
後、大正博覧会見物C。滋賀県の巡講に出発AC（Cは「夜」） 4月23日帰京AC伊豆天城山下の温泉に行き、休養し巡講の疲れをいやすC伊豆より帰京、しばらくの間哲学堂に入り静養C哲学堂より昭憲皇太后大葬を遥拝C奥羽地方、新潟県を巡講AC長岡中学校で講演、後郷里に一泊C。6月肪日帰京AC愛知、滋賀の2県を巡 AC帰郷C（Aは「9月24日帰郷」）伊香保温泉にて休養C福島県、茨城県を巡講。12月3日帰京AC哲学堂会計報告、六、九三六円七九銭余C
『南船北馬集』9号C
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5　5　　　3
月　・　　・
末27　31
福島県を巡講。12月28日帰京AC
（中旬）哲学堂図書館の建設に着手ACMO（Aは「12月中旬」、CMOは「12
月」）修善寺温泉にて越年AC
（大正4年）　58歳
熱海に遊ぶAB岡山県を巡講。3月27日帰京AC東洋大学卒業式に出席 C。講演し、病気の大内青轡学長 代って証書授与C京北中学校卒業式で講演。岡山県を巡講。5月盟日帰京AC三浦半島を巡遊AC。6月3日帰京C恩師加藤弘之80歳の記念祝賀会に出席AC
『南船北馬集』10号C
合本『円了随筆・』（3月）MO（Mは「金港堂より」）
『軍人勅諭五十韻』C
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1六
・年
1
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月・・
　74 秋田県を巡講。8月28日帰京AC信越地方を巡講AC。9月30日巡講中郷里に一泊するC。10月14日帰京AC哲学堂図書館落成披露会を開催AC（Cは「10月23日」、Aは「10月24日」）箱根に遊ぶAC栃木県を巡講。12月21日帰京AC弟円成、危篤のため帰 C哲学堂会計報告、三、七三二円五四銭余C（大正5年）　59歳京北中学校新年拝賀式に出席AC。湯本武比古が旅行中につき勅語代読C東洋大学新年会に出席C鎌倉に遊ぶCこの頃、政府からの表彰の議あるが固
『哲学堂独案内』CE　（Cは「12
月」、Eは月なし）
『南船北馬集』H号C『妖怪叢書』（1月）C
固辞のときに漢詩「生
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辞するAOC（ACは「2月」、0は月なし）弟円成、逝去 C三重県を巡講AC。3月28日帰京A
（Cは「3月29日帰京」）
東洋大学卒業式に出席AC京北中学校卒業式に出席A（ は3月
31冝v）
三重、岐阜の2県を巡講。5月12日帰京AC哲学堂で日曜講演を開催AC哲学堂図書館の 公開 始（中旬）4、5日間、熱海にて静養C法要のため帰郷C山形県を巡講。7月13日帰京AC（Cは「郷里より」）哲学堂で夏期講習会を開催、「活仏教」を講演AC。7月22日までC逗子養神亭に遊ぶC山形県 巡講C（A 新潟 も」）。???????旅の疲れを治すため鵠沼にて静養。9
『迷信と宗教』
Eは月なし）
CE（Cは「3月」、
『哲学茶話』（5月）
し『哲憲茶話』）
C（Eは月な
『南船北馬集』12号C
遭昭代五栄大何望勲章飾老休LC東洋大学、を許可B
女子の入学
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月12日帰京C中国山東省の巡講に出発AC。泰山、曲阜に詣でるA。10月20日帰国AC丹後、若狭、丹波地方を巡講。12月18日帰京AC湯河原温泉にて越年AC哲学堂会計報告、六、七八二円九二銭余C
一九一七年　
（大正6年）60歳
　　1・4　土肥、吉沢村の青年会で「迷信につい　　　　　　 て」を講演C　　　1・22　鵠沼に遊ぶ。2月6日帰京C　　　2・ 5 三河、大阪の巡講に出発。3月29日帰　 京AC　　　3・30 東洋大学卒業式 出席C　　　4・1 丹波、山城の巡講 発 4　 京AC　　　4・7 長男玄一結婚AC
『大正徒然草』CE（Cは「1月」、
Eは月なし）
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京都、大阪の巡講に出発AC。5月2日帰京A（Cは「4月15日帰京。4月21
冝A伊賀上野の巡講。5月2日帰
京」）箱根塔沢温泉にて静養。5月31日帰京C宮城、岩手の2県を巡講。8月1 日帰京AC新潟、岩手の2県を巡講。9月21日帰??（??????﹇??????京、8月28日再び巡講へ」）群馬県を巡講。10月31日帰京AC埼玉県川越で講演。4日帰京C東洋大学、宮内省より 度恩賜金を受けるBC東洋大学創立30周年記念式典ABC30N前の日本哲学について記念講演C
東洋大学同窓会に出席C東洋大学創立30周年記念講演会 明治年間の我哲学界について講演群馬、埼玉の2県を巡講。12月14日帰京AC内田周平の還暦祝賀会に出席C伊東温泉にて越年AC
『奮闘哲学』CE（Cは「5月」、E
は月なし）
『未知句斉集』CE（ は「6月」、
Eは月なし）
『新記憶術』CE（Cは「8月」、
Eは月なし）
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哲学堂会計報告、余C
三、一四九円〇四銭
（大正7年）　61歳??????。????????遺言状を起草C東洋大学創立30周年記念および謝恩のため勝海舟、加藤弘之、寺田福壽の墓に詣でるAC（ただしCは「加藤弘」）銚子へ漫遊に出発AC。2月5日帰京C尾張地方を巡講。3月9日帰京AC京北中学校卒業式に出席尾張地方を巡講。3月29日帰京AC東洋大学卒業式に出席AC和歌山県を巡講。5月21日帰京AC朝鮮総督府の嘱託により朝鮮を巡講。7月21日帰国AC
『焉知詩堂集』
Eは月なし）
CE（Cは「2月」、
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2　・3
青森県を巡講。9月6日帰京AC伊豆長岡温泉で静養、後に同地方を巡講。10月12日帰京AC東洋大学学 の送迎会に出席C栃木県を巡講。11月11日帰京AC（Cには「栃木、福島の両県」）南条文雄の病気を見舞うC護国団総会で世界大戦の観察を講演C湯河原温泉へ行く。12月14日帰京C大内青轡の葬儀に出席C日比谷公園の休戦祝賀会に出席AC（大正8年）　62歳葉山へ遊ぶAC「教育上私立学校に対する卑見」を朝
『南船北馬集』15号C『大正小談語』（1月）C『哲学唱念和讃』（1月）C『哲学改悔文』（1月）C
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日新聞に掲載C
2・12
静岡県を巡講。3月8日帰京AC
OO●9
京北中学校卒業式に出席。後に静岡県の巡講に出発。3月24日帰京AC
3・16
『真怪』CE（Cは「3月16日」、
Eは月なし）
3・25
東洋大学卒業式に出席。後に静岡県の巡講に出発。4月3日帰京AC
春
上田万年の病気を見舞うC
5　●　5
中国、満州 巡講に出発AC
（b■5
大連の西本願寺付属幼稚園に午後8時着。8時35分より戦勝の結果と戦後の経営について講演をはじめる 講演中脳温血を起し、6月6日午前2時ω分逝去ABCEMO
6・12
大連の真宗大谷派別院にて葬儀を行うAC
6°7　　1
遺骨東京着AC
6°2　　2
東洋大学葬を挙行ABC和田山蓮華寺に埋葬。戒名「甫水 釈円了」A
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研究会日誌
（一
緕ｵ八年〜一九八三年）
一九七八年（昭和五十三年）十一月十三日　第一回研究会（甫水会館）
　○研究会発足までの経過説明　○基本方針－東洋大学創立百周年までの十年間を　　活動期間として、第一次五ケ年計画と第二次五ケ　　年計画にわけて研究目的を達成する（ただし、井上　　円了学術振興基金運営委員 （以下、運営委員会とする）　　では研究期間を三ケ年としているために、十ケ年計画を　　三年間くぎりで位置づける。）　○研究代表者を田中菊次郎とし、 計画・組織・　　テーマについて検討
一九七九年（昭和五十四年）
　一月二十二日　第二回研究会（甫水会館）　○個人別研究課題の紹介　○『井上円了書誌』（山内四郎担当）の配布と説明　○井上円了の著述の中で東洋大学付属図書館に未所　　蔵のものを購入またはコピー化し、神田寺所蔵の　　明治仏教関係雑誌をマイクロフィルムに収録
二月二十二日　第三回研究会（甫水会館）　○運営委員会よりの通達ー研究会の名称「井上円　　了学術総合研究会第三部会」、研究テーマ「主と　　して井上思想の基礎となった国内においての実証　　的研究」　○『井上円了略年譜』　（三浦節夫担当）の配布と説明四月六日　第四回研究会（甫水会館）　○研究報告－田中菊次郎「政教社のナショナリズ
183
　ムと井上円了の“護国愛理”」○針生清人・山内四郎による立命館大学および同志　社大学の井上円了関係資料調査の報告
?﹇?????????????（????）　○研究報告ー世良民平「井上円了の人間像」　○前回の「井上円了関係資料調査」の報告書の配布一九八〇年（昭和五十五年）
　一月二十一日　第六回研究会（甫水会館）　○田中菊次郎・高木宏夫・三浦節夫による「新潟県　　越路町慈光寺調査」および「兵庫県竜野市善竜寺　　調査」の報告と資料配布　○井上円了関係文献の収集について討議
六月十六日　第七回研究会（甫水会館）　○田中菊次郎・高木宏夫二二浦節夫による「新潟県　　柏崎市光賢寺調査」の報告と資料配布
○世良民平による「小泉八雲と井上円了」に関する　新聞資料の紹介と配布○研究報告集の発行 ついて討議○「井上円了の書 研究会」との交流を積極的にす　すめることを決定
七月十八日　第八回研究会（甫水会館）　○研究報告ー山内四郎「明治時代の雑誌にあらわ　　れた井上円了評」　○マイクロフィルム資料の紹介九月十九日　第九回研究会（甫水会館）　○研究報告ー針生清人「円了哲学理解のための　　二、三の問題について」　○田中菊次郎による「熊本県・新潟県・山形県にお　　ける井上円了に関す 調査」の報告
184
一九八一年（昭和五十六年）
?????????????????（????﹈）　○研究報告－井上民雄「井上家文書について」　○今回は井上円了合同研究会（第一部会と第二部会も　　参加）の形で開催され、報告終了後に、今後の研　　究体制について討議
三月二十日　第一一回研究会（東洋大学第一会議室）　○研究報告書『井上円了研究』第 冊の発行と配布　○井上円了関係資料の復刻について討議　○来年度より各個研究から総合 へと発展させる　　ために、 の教育理念に関する資料を復刻　　することを決定五日刀二十六日　　笛二二回研究Aム（甫水会館）　○研究資料『井上円了研究』資料集第一冊の発行と　　配布　○研究代表者が高木宏夫にかわる
○高木宏夫・三浦節夫による「宮崎県都城市の佐々　木正熈氏に関する調査」の報告
十月六日　第二二回研究会（甫水会館）　○研究報告－高橋統一「井上円了と河口慧海」　○研究報告ー西山茂「井上円了と蓮門教ー島村ミ　　ツとの三つの関連－」　○東洋大学創立百周年と井上円了研究との関係につ　　いて討議一九八二年（昭和五十七年）二月十六日　第一四回研究会（甫水会館）
　○『井上円了研究』w已貧料集第二冊として『甫水論　　集『（明治三十五年刊行）、同資料集第三冊として『円　　了講話集』（明治三十七年刊行）をそれぞれ復刻　　配布　○来年度より前記の資料集を基礎に「井上円了の教　　育理念に関する総合討議」を行うことを決定
185
○運営委員会へ提出する第二次三ケ年計画につい　て、第三部会は研究発足時の十年間の継続研究と　いう方針に基づいて立案　＊（付記、昭和五十七年度の 会活動は、運営委員会　による第二次三ケ年計画の承認を得られなかったため　に、総合研究や資料収集など 活動ができず、各個研　究をすすめるにとどまった。）
一九八三年（昭和五十八年）六月 日　第一五回研究会（甫水会館）
　○研究報告ー飯島宗享「井上円了の教育理念　　　の一）」　○第二次三ケ年計画にいたるまでの経過説明
（そ
七月六日　第一六回研究会（甫水会館）　○研究報告ー小林忠秀「井上円了の啓蒙思想」　○今年度をはじめとする第二次三ケ年計画に関し、　　つぎの三点 決定
一、
麹№d点とした各個研究成果の討議c
二、総合研究の一環として、井上円了とその周　辺に関する年譜ならびに関係文献のコンピュ　ーター ょる情報検索に着手三、日本近代 哲学・思想関係資料のデ　ータ・バンクづくりの検討・討議に着手
九月二十八日　第一七回研究会（甫水会館）　○研究報告ー小林忠秀「井上円了の思想ー甫水論　　集、円了講話集についてー」　○『井上円了研究』第二冊の刊行について討議十月二十八日　○第一回井上円了学術総合 発表会（甫水会館）に　　おいて、第三部会は、小林忠秀「井上円了の思　　想」を発表
186
十一月三〜五日　第一八回研究会（東洋大学箱根保養所）　○研究報告－飯島宗享「井上円了の教育理念（そ　　の二）」　○井上円了およびその周辺資料に関するコンピュー　　ター処理について、年譜関係は水沢清之の担当、　　書誌関係は三浦節夫の担当を決定
187
あ　と　が　き
　昭和五七年度の研究費が中断したために、研究誌の発刊ができませんでた。今年度の刊行予定日よりも大変遅れましたが、第二号ができました。筆・の早い方と遅い方と、極端なちがいがあって苦労しました。　第3部会では、部会内総合 の討議資料として、　『井上円了研究ー資料集』を3冊複刻刊行してき本号では、その資料を元とした研究報告が中心となっています。研究報告は、　「研究会日誌」記載のように、月例会の形で行われました。それは各個研究の中間報 で、終ってすぐワープロによるテープ起しをし、そのコピーをとり敢ず研究員に配って 討議資料
として消化した上で次回の研究会に臨めるようにした結果、総合討議への逐次移行部分が生まれました。この総合討議は、二泊三日の合宿でも集中的に行われ、早朝から深夜までの討議で食事だけが休みという状況でした。この討議内容の要約だけでも本誌にという意見もありましたが、紙面の都合で、本号では割愛し 。　　　　　　　　　　（高木宏夫記）
井上円了研究（第2号）
昭和59年3月8日　印刷
昭和59年3月14日　発行
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東洋大学
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